コース解説
安中勇大
　解説の前にコースプランナーとしてのコース設定の意図を述べておく。まずセレクションとして、基礎的なオリエンテーリング能力を問うために、ロングコースらしい大小のルートチョイスを多く含んでおり、かつアタックはそれほどの難しくないコースを目指した。また、本戦の八ヶ岳を意識し、急な上り下りが少なく、常に走り続けられるようなコースとした。つまり男女とも川を渡った後の登り以外で歩くことがあった場合は、仮にセレクションを通過していたとしてもまだ体力は十分でないということである。本戦までさらに体力をつけてほしい。
ME
総評：ウイニング70分に対してトップ66分、2位69分とプランナーの想定を上回る走りを見せてくれた。個人的には70分を切るレベルでインカレ10位ほど、枠の獲得は7７，8分ほどではないかと考えている。コースは前半はスピードをあげられるが、後半ではところどころ注意が必要なレッグを含んでいる。レッグによってスピードを変えられたかが通過をのカギとなったようだ。
レッグ解説：カッコ内は難易度
△→１（46）：スタート直後からルートチョイスを含んだレッグとした。まっすぐと右から巻くのはそれほど変わらないと思われる。左からだとずっと道を辿れるが登りが増えるため明らかに遅い。スタート直後でも冷静にルートを見極めてほしい。
１→２（85）：引き続きルートチョイスが多いレッグ。左、真ん中、大きく右と見られるがどれも変わらないだろう。スタートから下り続けているため、どのタイミングでルートを決めるかも重要である。
２→３（44）：プランナーの想定はまっすぐ。難易度は高くない。
３→４（37）：次のレッグのためのつなぎ。ちなみに上からアタックはアップ損である。
４→５（85）：これもルートチョイスの多いレッグ。1→2の交点から沢をきって最後の山塊を右から巻くものがベストだと思われる（上位3人はいづれもこのルート）が、１ポの近くまで道を引っ張り、右に曲がってから鞍部を通る５番道に向かって沢を切ってのるルートも案外速い。
５→６（63）：唯一の激斜登り。頑張ってください。
６→７（146）：今までの道走りからうって変わって尾根たどりに。コンパスをしっかり振っていれば大きなミスは防げるだろう。ここまで４位だった松島（京大４）が大きなミスを出している。
７→８（70）；単純なショートレッグ。
８→９（29）：７→８と同様。
９→１０（104）：ルートチョイスを含んだ登りレッグ。６→７で通った鞍部を通り左からアタックするのがベストだと考える。上位者では桜井（阪大４）がこのルートを通ってトップラップを出している。７ポを通って右から進むのはアップが増えるのでミスルートであろう。
１０→１１（83）：上位３人を含む多くが尾根たどりを選んだようだが、１０からすぐに降りて道を走ってアタックするのもそれほど悪くないだろう。
１１→１２（54）：単純なショートレッグ。プランナーとしては直進でアタックしてほしかったが上位3人では平原（京大２）のみが直進で他二人は尾根たどりを選択している。
ここまで6位だった森田（京大２）がここで大きく順位を落とした。
１２→１３（358）：本コースで一番の勝負レッグとなった。ルートはすべて尾根たどり、すべて道走りをして南からのアタック、そして６→7で通過した鞍部まで道走りでそこから尾根たどりの3通りが考えられる。走り出す前にすべて選択肢に入れられただろうか？個人的には最後のがベストルートだと考えたが、上位3人のなかでは桜井だけがそのルートで、平原、糸井川（京大4）はすべて尾根たどりを選択し、1位2位を獲得しているためそれほど差が無いのかもしれない。自分の得意不得意を考えてルートを選ぶことが重要だろう。ここまで7位だった太田（京大４）が大きく順位を落とした。
１３→１４（112）：ロングレッグに挟まれたショートレッグだが、細かいミスが出やすいように組んだ。尾根たどりよりも直進した方が速いだろう。
１４→１５（190）：一見難しそうに見えるが主尾根を辿るだけである。あらかじめチェックポイントを見つけ（道の曲りや道の下りはじめ）スピードを出して走りたい。
１５→１６（43）；単純なショートレッグ。ゴールが近いが焦らず走ることが重要である。
１６→１７（30）：上と同様。脱出した後に直進が南にずれないかが重要。
１７→１８（306）：最後の勝負レッグである。焦らずにしっかりプランを立てられただろうか。インカレ本戦でもゴールが近づいて焦るということはよくある。糸井川と平原は傾斜変換沿いに進んでおりそれがベストであるが、桜井のように道をたどって確実に行くのも多少アップが増えてもありな選択肢だろう。ここで石川（阪大４）がセレ通過圏内から落ち、代わりに松浦が圏内に入った。
１８→◎（19）：インカレを想定し、長いラスポゴールとした。ここで桜井が五百倉（京大４）を抜いて3位に入っている。本番でも最後まで走りぬいてほしい。
WE
総評：ウイニング70分に対しトップが56分とプランナーの想定を大きく上回った。ウイニングを切っても通過圏外の人がいたのは正直女子のレベルを甘く見すぎていた。（試走で男子が総じて1時間を超えていたという言い訳もさせてもらいたいが）関西の女子のレベルが上がってきたとも言えるだろう。本番まで更なるレベルアップを目指してほしい。
レッグ解説
△→１（25）：最初は単純なレッグとした。特に問題はないだろう。
１→２（66）：そのまま沢を下るのと道に戻るものの二つが考えられるが道に戻った方が速いだろう。登りの出戻りが考えられるかが重要である。
２→３（77）：上位3人がそれぞれ違うルートを通っている。帯金（阪大３）は上の道に復帰し道たどり、郷田（奈良所４）は左回りで5番道から尾根たどり、阿部（阪大４）は下の道に出て右周りの道たどりを選択している。ベストルートは阿部のルートであろうがトップラップは帯金がとっている。
３→４（117）：ルートチョイスの多いレッグ。郷田、阿部は真南に進んで４番道に登りレッグ線上の激斜を下っているが、帯金ははじめレッグ線上に沢を登って４番道にでてから左に進み緩い沢を下っている。プランナーの考えるベストルートは帯金のルートで、できるだけ激斜は避けた方が良いだろう。
４→５（104）：男子と同様。がんばってください。
５→６（168）：見た目より実行が難しいレッグである。しっかりコンパスを振って尾根を辿れただろうか。
６→７（108）：ルートはいくつか見られるが大きな差はないだろう。
７→８（252）：今回のレースで一番の勝負レッグである。常に自分の位置を把握しながら走ることができたかが重要である。郷田はこのレッグで２位に２分半もの差をつけている。
８→９（77）：直進レッグである。大きな地形を見て、遠くに目標を定めて走るという基本的な動作が正確にできているだろうか。
９→１０→◎（94）：あとはゴールまで走り切るだけである。
